
朝来市立竹田小学校 学校便り「樹徳山」：文責 山下雅史

～９月 ２学期の始まり～

９月に入り暑さも幾分和らいだように思います。朝夕吹く風も気持ちよく感じる日も出てきま
した。
長い夏休みを終えて、子どもたちの笑顔と歓声が学校に戻ってきました。今年の夏は夏休み前

から非常に暑く、それでいて大気が不安定で局地的な大雨に見舞われることもありました。そん
な夏休み期間中、保護者の皆様、地域の皆様には子どもたちと一緒にラジオ体操をしていただき
ありがとうございました。この夏休みに子どもたちは、ご家庭や地域の皆様に支えていただきな
がらきっと学校では学べない大切なものを日々体験し、学んだことと思います。
「節目を大切に」という話を２学期の始まりの挨拶で子どもたちに話し

ました。自分が成長しようとするとき、変わろうとするとき、「節目」が
大きなチャンスとなります。学期の変わり目、学年の変わり目、卒業、入
学など転機となりうる「節目」があります。その節目で、気持ち新たに今
までの自分を見直し、修正し、目標へ向かって進んでいくのです。
「節」と言えばまず竹を思い浮かべると思うのですが、竹は他の草木と違
い、あっという間にぐんぐん成長していきます。その成長の秘密は、「節」
にあります。他の草木の多くは、先端部分や根の部分に成長点があるので
すが、竹は節ひとつひとつに成長帯（点）があり、節ごとに成長していき
ます。また、竹は節があることで、強い風にも折れること無くしなやかに耐えることができます。
子どもたちも、節目を大切に、節目を契機に強く、しなやかにぐんぐんと成長していってほし

いと願っています。
さて、この夏、久々に満員の甲子園がかえってきました。球児の一生懸

命な姿に本当に感動しました。一方、出場校の中には、汗と泥にまみれ必
死の思いで甲子園の切符を手にしたのにもかかわらず、コロナのためグラ
ウンドにたつことの出来ない球児も多くいた大会だったようにも思いまし
た。たぶん、全国各地の予選の段階でも同じことが起こっていたのだろう
と思います。

優勝した仙台育英・須江航監督の言葉に「入学どころか、おそらく中学校の卒業式もちゃんと
できなくて、高校生活はなんというか、僕たち大人が過ごしてきた高校生活と全く違うんですが、
青春ってやっぱり密なので、（行事など）そういうことは全部ダメだダメだと言われて、活動し
ていてもどこかでストップがかかって。どこかで止まってしまうような苦しいなかで、本当に諦
めないでやってくれた。でもそれをさせてくれたのは僕たちだけじゃなくて、やっぱり全国の高
校生のみんなが、本当によくやってくれた。例えば今日の下関国際さんもそうですが、大阪桐蔭
さんとか、そういう目標になるチームがあったから、どんな時でも諦めないで、暗い中でも走っ
ていけた。本当にすべての高校生の努力の賜物で、ただただ僕たちが最後にここに立ったという
だけなので、ぜひ全国の高校生に拍手してもらえたらなと思います」すごく、感動しました。共
感しました。青春は密なのだと。
全国のコロナウイルス感染症新規陽性者数も依然として高い水準にあり、朝来市内も例外では

ありません。コロナ禍は３年目を迎え、社会では厳格な行動制限を行わない方向にシフトしてい
ます。オミクロン株に置き換わり、１０代の感染者数も増えています。
学校では２学期、運動会を含め様々な行事・活動が予定されております。一つ一つが子どもた

ちにとって貴重な学びの場であり、教科学習と同様に大切な子どもたちの成長の糧になるもので
あると考えております。その時々の感染状況によるところが大きいので、全て実施とはいかない
かもしれませんが、感染予防対策を施した上で、行事の優先順位を決めて出来る限り実施してい
きたいと思っております。保護者、地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
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の主な行事

１日（木） 始業式 短縮授業 一斉下校１１：３０ 交通立番
２日（金） 短縮授業 一斉下校１１：３０ 身体２計測
５日（月） 給食開始
６日（火） 学校朝会
７日（水） 委員会活動
１３日（火） 児童朝会 スクールカウンセラー来校日
１５日（木） 交通立番
１９日（月 祝）敬老の日
２０日（火） 児童朝会
２３日（金 祝）秋分の日 登校日 運動会準備 弁当持参
２４日（土） 運動会
２５日（日） （運動会予備日）
２６日（月） ２３日の代休
２７日（火） ２４日の代休
２８日（水） クラブ活動

ＰTＡ「アルミ缶回収・奉仕作業」
ありがとうございました

８月2８日(日）、アルミ缶回収及び奉仕作業をしていただきま
した。ありがたいことに先日までの暑さとはうって変わり、雲に
日射しが遮られ吹く風も涼しく感じられる天候でした。それでも
作業すれば汗もでてくる活動であり、大変お世話になりました。
当日は朝来市内もコロナウイルス感染が多く確認されておりま

す関係で、児童の参加は見送り、保護者の皆様のみご協力をいた
だいて実施させていただきました。朝早くからアルミ缶を地区委
員のみなさんに学校まで運んでいただき、同時に老朽化してしま
っている「飛び出しぼうや」の回収もしていただきました。
その後の PTA 奉仕作業では、コロナウイルス感染症拡大防止の

ため室内の作業は取りやめ、溝の泥あげ、大量の剪定くずの処理、
ペンキ塗り、ベランダ及び階段のツバメの糞等の除去、プールサ
イドの清掃、草刈り等たくさんの作業をしていただきました。グ
ラウンドや城跡の庭周辺、校舎ぐるりと見違えるようにきれいに
なりました。貴重な日曜日に、事前の準備も含め大変お世話にな
りました。心より感謝申し上げます。ありがとうございました。


